
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７５歳以上の後期高齢者医療保険料は２年ごとに設定

されます。２０２０～２１年度の年間保険料（平均)は８

万５９５１円で、現行より９５９３円アップ。１２．５７％

もの値上げです。均等割額、所得割率も上がるため、大幅

に所得が減少した人以外は軒並み保険料が上がります。  

負担軽減のために９割軽減、８．５割軽減などの措置が

取られてきました。これも年々縮小され、９割軽減は現在

８割軽減に縮小され、来年度さらに７割に。８．５割軽減

は来年度７．７５割軽減、２０２１年度には７割軽減に圧

縮されます。  

 
 

平和施策について、核兵器禁止条約に署名するよう政

府に働きかけるよう求めたのにたいし、八幡市は、安全

保障の問題は国が考えることだから働きかけはしないと

答弁。さらに全国の９９．５％の自治体が加入する平和

首長会議への参加を求めましたが、市長は加盟する必要

性は感じないと答弁しました。近畿で平和首長会議に加

盟していないのは八幡市含め、わずか２自治体です。平

和首長会議に加盟し、他の加盟都市と連携して核兵器廃

絶に向けて取り組みことが必要ではないでしょうか。  

山本 邦夫市議 ９８２­８８４４ 
巌   博市議 ９８２­９６６３  
亀田 優子市議 ９８２­１２７７  
中村 正公市議 ９８３­８３１２  
澤村 純子市議 ９８３­６２７５  

＜八幡市議会報告ニュース＞ ２０２０年春号  
日本共産党八幡市議会議員団 ０７５（９８３）２００５（FAXも） 
◇市議団ホームページ⇒ＪＣＰ八幡市議団で検索   ◇メールアドレス⇒ jcp-ywta@am.wakwak.com 

 八幡市３月議会で２０２０年度予算案など

を審議し、日本共産党八幡市議団（５人）は市

民のくらしの願い実現のため奮闘しました。  
 予算案では、後期高齢者医療や上下水道料金

の低所得者向け減免制度が廃止されるなど、く

らし直撃の内容が盛り込まれ、日本共産党は８

議案のうち一般会計、後期高齢者医療特別会計

の２本に反対しました  

 

 

 

 

プラスチックごみの回収は５年前に実施して以来、ず

っと隔週のままです。城南衛生管理組合に参加する他の

５市町、近隣の京都市、京田辺市、枚方市がいずれも毎

週回収しているのに、八幡市だけが遅れています。  

城南衛管の沢中継施設（八幡市）が更新され、２０２

３年度から稼働する予定。３月議会で市は、この時に合

わせて毎週回収する見通しを示しました。これ自体は一

歩前進ですが、３年後まで先送りすることになります。

こうした姿勢を改め、委託収集などで、早期に週１回の

収集を実施すべきです。  

城南衛管のプラごみ収集状況 

八幡市  宇治、城陽、久御山、宇治田原、井手 

２週に１回  毎週１回  

 

 

同和対策特別措置法が廃止されて１８年たつのに、八

幡市も負担する山城人権ネットワーク推進協議会は研

修活動として１８５万円の助成をしていますが、その８

４％が特定の運動団体への資金提供です。その団体が主

催する全国、京都府、山城地域の女性集会に９人の市職

員を公務派遣しています。これで公正な行政といえるで

しょうか。不公正な同和行政は終結すべきです。  

水道料金は２０１８年度に値上げし、基本料金や使用水

量が少ない階層を中心に大幅に値上げしました。この時、

低所得者向けに実施していた上下水道の基本料金の軽減

制度を３段階で廃止しました。この制度が２０１９年度末

で打ち切られました。  

所得の少ない家庭には二重に重い負担となります。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 市 ３ 月 議 会 で 市 教 育 委 員 会

は、新年度から市内８小学校のうち

２校で英語以外の教科で専門に教え

る専科教員を配置することを明らか

にしました。  

八幡小５・６年生、南山小３～６年生で 
昨年１２月市議会の日本共産党の一般

質問に答えて「１～２校で専科教員を配置

したい」と述べました。  

３月議会では専科教員の配置校を確認

しました。（下記の通り）  

 

 

 

授業改善、過密労働是正に役立つ 
市教委は従来、「１人の先生が全教科を教えるのが望

ましい」としていました。日本共産党の繰り返しの追求

にこたえ、ようやく従来の立場を転換させ、前進できま

した。専科教員の配置は、より専門的に授業を行うこと

ができ、授業改善につながります。教員の過密労働、長

時間労働の是正にも役立ちます。  

八幡市は１２月と３月議会で前年度

の補正予算、今年度予算で学校施設の整

備費用を相次いで計上しました。  

前年度の補正予算に、男山中、男山東中の２校の体育

館、武道館にエアコンを設置するための設計費３００万

円を計上しました。今年度中に完成する予定です。  

４中学で整備 小学校の体育館にも設置を 
前年度すでに完了した男山二中、三中の体育館、武道

館にエアコン設置と合わせ、４つの中学校すべてに設置

されることになります。３校は大規模災害時の避難所に

なっており、災害対策の面でも、日常の授業やクラブ活

動にも役立ち、朗報です。 

日本共産党は、残された８つの小学校の体育館へのエ

アコン設置を求めています。  

          補正予算では、車いすを利用す

る児童が学ぶ中央小学校にエレ

ベーターを設置する予算が組ま

れました。また、さくら小学校と

男山中学校のグラウンドの整備

予算も計上されました。  

グラウンド整備は、２０１０年に男山三中のグラウ

ンドを整備して以来、１０年ぶりです。  

八幡小５・６年…国語（書写）、図工、家庭科  
南山小３～６年…理科  

 

反社会勢力である旧暴力団

幹部が関与する事業者がすす

める、男山山頂の太陽光発電施

設建設計画は、規制条例を制定

し、現在は工事がストップして

います。しかし、事業者による

計画地の買い取り要求に市が

応じる考えを表明しました。  

日本共産党は３月議会で、市

は毅然とした態度で臨むべき

であり、買い取り要求に応じな

いよう迫りました。 
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